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◆　　　　村の予算をお知らせします　　Ｐ ２〜 3

◆　「生涯活躍のまち」基本構想・基本計画策定 　 Ｐ 4

◆　卒業式・卒園式　　　　　　　　　　　　    Ｐ 6 〜  7

◆　リサイクルセンターからのお願い　　　　   Ｐ 8 〜  9

◆　村のわだい　　　　　　　　　　　　　    　　Ｐ 12 〜 13

◆　村からのお知らせ　　　　　　　　　　   　Ｐ 14 〜 15

　３月３日、どんぐり保育園で

卒園式が行われ、８名の子ども

たちが学校生活への期待を胸に

巣立っていきました。

　子どもたちを見守ってきた先

生や保護者のみなさんは、成長

した姿に目を細めていました。



　
平
成
31
年
度
更
別
村
一
般
会
計
の
予

算
は
、
４
月
21
日
に
村
長
・
村
議
会
議

員
選
挙
を
控
え
「
骨
格
予
算
」
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
・
７
％
、
１
億
２
３
９
３
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
、
村
税
を
前
年
度
比
０
・

２
％
増
の
６
億
８
４
０
万
円
と
見
込

み
、
繰
入
金(

貯
金
の
取
り
崩
し)

は

４
億
１
６
０
６
万
円
で
、
公
営
住
宅
の

建
替
・
改
修
や
明
渠
排
水
路
整
備
な
ど

に
活
用
し
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
普
通
交
付
税
を

国
の
地
方
財
政
対
策
か
ら
推
測
し
て

18
億
５
０
０
０
万
円
と
し
、
村
債(

村

の
借
金)

は
、
学
校
施
設
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
工
事
の
財
源
に
教
育
・
福
祉
施

設
等
整
備
事
業
債
を
１
７
１
０
万
円
計

上
し
た
ほ
か
、
大
型
事
業
な
ど
に
活
用

す
る
過
疎
対
策
事
業
債
は
前
年
度
比

53
・
３
％
減
の
１
億
６
１
７
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
農
業
基
盤
の
整
備
や
移
住
定
住
対

策
、
子
育
て
支
援
、
住
環
境
の
整
備
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
生
活
を
支
え
、
村
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
費
用
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

●
主
な
事
業

 

・
明
渠
排
水
路
整
備
　
４
５
９
１
万
円

 

・
移
住
定
住
促
進
　
　
　
３
０
７
万
円

 

・
乳
幼
児
医
療
、
子
ど
も
医
療
費
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
７
９
万
円

 

・
曙
団
地
公
営
住
宅
建
替
、
改
修

　
　
　
　
　
　
　
１
億
９
２
９
０
万
円

◆
一
般
会
計
概
要

◆
一
般
会
計
歳
入

◆
一
般
会
計
歳
出

　
平
成
31
年
度
更
別
村
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
総
額
が
61
億
７
７
５
４
万
円

と
な
り
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
３
９
８
６
万
円(

０
・
６
％)

の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆地方消費税交付金 (社会保障財源化分) の
　使途について

　地方消費税交付金の増収分については、その使途を

明確にするとともに「社会保障施策に要する経費」に

充てることとされています。

　平成 31 年度更別村一般会計予算における社会保障

施策への充当状況は次のとおりです。なお、10 月以

降消費税率引上げ後の増収見込み分は、幼児教育の無

償化 ( 児童福祉費 ) に充てることとします。

【歳入】地方消費税交付金 ( 社会保障財源化分 )　2629 万円

社会保障施策経費 平成 31 年度予算額 社会保障財源化分

社
会
福
祉

社　会

福祉費

３億 150 万円 1283 万円

主な事業：重度心身障害年金など

老　人

福祉費

１億 2069 万円 764 万円

主な事業：介護従事者雇用対策事業など

児　童

福祉費

１億 8234 万円 582 万円

主な事業：学童保育所運営事業など

合　計 ６億 453 万円 2629 万円

歳入歳出予算

43億8637万円

一般会計

歳　入

歳　出

地方交付税

( ＋ 0.4％ )

19 億 7000 万円

村税 ( ＋ 0.2％ )

６億 840 万円

分担金及び負担金 ( ＋ 0.9％ )

6467 万円

使用料及び手数料 ( ＋ 2.0％ )

１億 2700 万円

財産収入・寄付金・諸収入

( ＋ 5.1％ ) １億 2080 万円

繰入金 ( ＋ 7.4％ )

４億 1606 万円

繰越金 ( ± 0％ )

5000 万円

地方譲与税 ( ＋ 1.2％ )

１億 3440 万円

各種交付金 ( ＋ 6.8％ )

8709 万円

国庫・

道支出金 ( ＋ 1.4％ )

５億 3867 万円

村債 ( − 40.9％ )

２億 6929 万円

◆特別会計

会計名 予算額 前年度比

国 民 健 康 保 険 ８億 5324 万円 ー１. ２％

事 業 勘 定 ５億 2384 万円 ー３. ２％

診 療 施 設 勘 定 ３億 2940 万円 ２. １％

後期高齢者医療事業 5781 万円 ー３. ９％

介 護 保 険 事 業 ３億 6121 万円 ５. ２％

事 業 勘 定 ３億 5925 万円 ５. １％

サービス事業勘定 196 万円 22. ６％

簡 易 水 道 事 業 ２億 4619 万円 54. ８％

公 共 下 水 道 事 業 ２億 7272 万円 ー２. ９％

合　計 17 億 9117 万円 ４. ９％

　特定の事業を実施するために、一般会計とは別に経

理する特別会計が全部で５つあります。

物件費 ( ＋ 0.8％ )

８億 9507 万円

補助費等 ( ＋ 3.4％ )

７億 4466 万円

普通建設事業費

( − 24.3％ )

５億 9594 万円

公債費 ( ＋ 2.7％ )

７億 6393 万円

繰出金 ( ＋ 9.0％ )

３億 2003 万円

維持補修費 ( ＋ 6.6％ )

7708 万円

扶助費 ( − 2.4％ )

１億 7936 万円

災害復旧事業費 ( ＋ 2.1％ )

868 万円

積立金 ( − 6.1％ )

3706 万円

人件費 ( ＋ 3.0％ )

６億 7815 万円

投資及び出資金 ( − 44.7％ )

3390 万円

貸付金 ( ± 0％ )

5000 万円

予備費 ( ± 0％ )

250 万円

自主財源

31.6％依存財源

68.4％

●国際交流員 ( 地域おこし協力隊 ) の設置　　363 万円

●更別小学校校舎煙突アスベスト対策工事　1937 万円

●上更別小学校校舎・体育館煙突

　　　　　　　　アスベスト対策工事など　2144 万円

　●新規就農者支援

　　(体験研修・実践研修・農業フェア出展)　162 万円

　●プラムカントリー芝刈機更新　　　　　684 万円

　●歯科診療所指定管理委託　　　　　　　500 万円

◆平成31年度の主な新規事業

村
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※ (　) 内は前年度比の増減割合

※ (　) 内は前年度比の増減割合
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農地の転用とは？

農地の転用には許可が必要です

　農地を農地以外のものにすることで、例えば住宅や

農業用施設、道路などの用地に転換することです。

　農業生産の基盤である農地は、食料の安定的供給を

図る上で重要な役割を担っています。

　優良な農地を確保し、農地の利用関係を調整するこ

とにより、農業生産の増大を図るため、農地の転用に

は農地法の許可が必要となっています。

　農地を転用する場合、４㌶以下の転用は村農業委員

会長、４㌶超の転用は北海道知事の許可が必要です。

　転用する面積や事業の目的などにより申請から許可

までの期間が異なりますので、農地転用の計画がある

場合はお早めに農業委員会までご相談ください。

　一時的に資材置き場などに利用する場合や、農地の

砂利や土砂を採取する場合も転用に該当しますので許

可が必要です。

●問い合せ

　農業委員会事務局　☎ 52 − 2116

なぜ許可が必要？

農地を転用したいときは？

一時的な農地転用は？

　許可を受けない転用は農地法違反となり、工事の中

止や原状回復などの措置を命ずることがあります。

　また、３年以下の懲役または 300 万円以下 ( 法人は

１億円以下 ) の罰金などの刑罰を科せられる場合もあ

ります。

許可を受けない転用は？

　村内のほとんどの農地は、農業振興地域整備計画の

農用地区域に指定されているため、その区域内の農地

を転用することは原則として認められていません。

　農地を転用する場合は、農用地区域からの除外また

は用途変更が必要です ( 役場産業課が窓口です )。

転用手続きの前に確認を！

　農地の転用だけでなく、売買や貸借の予定がある場

合は、お早めに農業委員会までご相談ください。

まずは農業委員会へ！

〜許可を受けない無断転用は
農地法違反です !! 〜

　北更別区の山本英明さんが、永きにわたり村議会議員

などとして尽力された功績を認められ、旭日単光章の叙

勲を受章されました。

　山本さんは昭和 62 年から平成 11 年までの３期 12 年

を村議会議員として尽力され、農業委員などとしても地

域の発展に寄与されました。

　伝達式は３月 19 日にコムニの里さらべつで行われ、

ご家族や施設の利用者が見守る中、十勝総合振興局の坂

部浩明副局長から勲記などが手渡されました。

　山本さんは「みなさんと家族の理解があって活動を続

けられたことに感謝します」と話していました。

山本英明さんが叙勲を受章 山菜採りの
シーズン到来

山菜採りの季節がやってきました。

　この季節、路上や取付道路への駐車

は、他の車や農業用車両の通行の妨げ

となります。

　「少しの時間なら大丈夫」、「交通量

が少ないから」という軽い気持ちから

事故につながる可能性があります。

　車両の通行や農作業の妨げとならな

いようご協力をお願いします。

　
村
で
は
、
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
構
想
の
障
が
い

者
施
策
部
分
の
再
構
築
と
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
移
住
者
を
含
め
た
村
民
誰
も
が

関
わ
り
合
い
、
健
康
で
い
き
い
き
と
輝
き
続

け
る
む
ら
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
さ
ら
べ

つ
版
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
構
想
の
策
定
を

平
成
30
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
進
め
て
い

ま
す
。

　
主
な
事
業
の
方
向
性
は
、
障
が
い
を
持
っ

た
方
の
就
労
の
場
、
住
ま
い
の
場
づ
く
り
を

●問い合せ

　役場企画政策課地域開発係　☎ 52 − 2114

　基本構想・基本計画の概要版を、広報４月号と

あわせて配布していますのでご覧ください。

中
心
と
し
、
村
民
誰
も
が
関
わ
り
を
持
ち
、

社
会
の
中
で
機
能
す
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の

仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
拠
点

と
し
て
老
人
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
改
修

し
、
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
実
施
計
画
の
策
定
、
来
年
度
は

事
業
実
施
に
向
け
た
仕
組
み
や
、
地
域
で
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
平
成
33
年
度

の
事
業
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
　

先進地視察研修

リラクタウン検討会議

生涯活躍のまちフォーラム

■
さ
ら
べ
つ
版
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
構
想
推
進
協
議
会

■
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
検
討
会
議

■
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
検
討
会
議

■
運
営
関
係
団
体
打
合
せ

■
先
進
地
視
察
研
修

■
生
涯
活
躍
の
ま
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム

構想・計画
検 討 状 況

さ
ら
べ
つ
版
﹁
生
涯
活
躍
の
ま
ち
﹂

　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

さ
ら
べ
つ
版
﹁
生
涯
活
躍
の
ま
ち
﹂

　
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

基本構想のイメージ図　〜村民誰もが安心して健康に住み続けられるむらづくり〜

ごちゃまぜ
多世代交流・多機能連携

障がい者・高齢者・子ども・移住者など

活躍の
場づくり
( 就労・社会

参画 )

地域包括ケア
医療機関との

連携

人の賑わいを
つくる仕組み

住まいの提供
定住促進

自立支援

事業所設立

準備の会

めぶきの会

手をつなぐ

親と子の会

クローバー

モア

身障

更別村分会

社会福祉

協議会

どんぐり

福祉会

更別村

校長会
更別村

商工会更別村

農業協同

組合

北海道

家庭医療学

センター

更別農業

高校

末広学級

老人クラブ

連合会

社協高齢者

勤労部門

ささえ愛

さらべつ

どんぐり村

サラリ

ボランティア

センター

文化協会

村内移住者

建設業協会

博愛会

コムニの里

さらべつ

森林組合
北海道熱中

開拓機構

村内事業所・農業者

などとの連携による

就労機会の提供

社会活動・生涯学習・

多世代交流の推進

在宅医療、口腔ケア、

健康増進事業の充実

障がい者・高齢者・

移住者の住居に関す

る施策の実施

地
　
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

参加する
社会

人と人との
つながり
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卒業式・卒園式
　旅立ちの季節３月。村内の学校や幼稚園、保育園でそれぞれ

卒業式、卒園式が行われました。子どもたちは、仲間や家族へ

の感謝の気持ちと新たな出会いへの期待を胸に歩み始めます。

３月１日　更別農業高校

３月25日　認定こども園上更別幼稚園３月24日　更別幼稚園３月22日　上更別小学校

３月20日　更別小学校

３月15 日　更別中央中学校 ３月3 日　どんぐり保育園
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受
入
日
・
時
間
を

守
っ
て
く
だ
さ
い

◆
受
入
日

　
火
・
木
・
土
・
日
曜
日(

年
末
年
始
を

　
除
く)

◆
時
　
間
　

　
４
月
〜
10
月

　
８
時
00
分
〜
17
時
00
分

11
月
〜
３
月

　
９
時
00
分
〜
16
時
00
分

※
右
記
以
外
は
敷
地
内
立
入
禁
止
で
す
。

持
ち
込
む
と
き
の
注
意
点

　
持
ち
込
ま
れ
る
資
源
物
の
汚
れ
が
目

立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
汚
れ
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空

き
缶
、
ビ
ン
な
ど
は
資
源
物
と
し
て
再
生

で
き
な
い
た
め
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
事
前
に
し
っ
か
り
と
洗
浄
し
、

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
各
家

庭
で
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
で
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
る
も
の
は
、

の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
だ

け
で
す
。

◆
売
ら
れ
て
い
る
と
き
に
商
品
を

　
包
ん
で
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
の
容
器(

ほ
と
ん
ど
の

　
も
の
に
認
識
マ
ー
ク
が

　
つ
い
て
い
ま
す)

◆
汚
れ
が
つ
い
て
い
な
い
も
の

対
象
外
の
物
を

置
い
て
い
く
と
不
法
投
棄
に

　
不
法
投
棄
は
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
ま
た
は
５
年
以
下
の
懲
役
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

受
入
を
再
開
し
て
い
ま
す

　
４
月
か
ら
下
記
の
資
源
物
の
受
入
を
再

開
し
て
い
ま
す
。

◆
木
く
ず
、
木
製
品

　
木
製
以
外
の
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
プ
ラ
ス

　
チ
ッ
ク
な
ど
の
部
分
は
必
ず
取
り
除
い

　
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
木
、
木
製
品
問
わ
ず
長
さ
は
１
ｍ
以

　
内
に
カ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
無
色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク

　
対
象
は
無
色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
み
で

　
す
。
そ
れ
以
外
は
対
象
外
で
す
の
で
絶

　
対
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
対
象
外
の
例

　
茶
碗
、
植
木
鉢
、
石
、
レ
ン
ガ
、
タ
イ

　
ル
、
石
膏
ボ
ー
ド
な
ど

◆
金
属
ご
み

金
属
が
80
％
以
上
の
も
の
が
対
象
で
す
。

生
ご
み
の
受
入
に
つ
い
て

　
機
械
が
故
障
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
生
ご
み
以
外
は
処
理
機
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　
誤
っ
て
生
ご
み
以
外
の
も
の
を
入
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
作
業
員
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
外
の
例

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
プ
ラ
製
品
、
紙
、
鶏
の

　
骨
、
貝
殻
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
芯

◆
生
ご
み
か
ら
作
っ
た
堆
肥
を
１
袋(

15

　
ｋ
ｇ)

２
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
の

　
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資
源
物
の

持
ち
出
し
は
禁
止
で
す

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
の
持
ち
出
し
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
使
え
そ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
も

持
ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●問い合せ

　役場住民生活課環境衛生係　☎ 52 − 2112

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　
近
年
、
対
象
外
の
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
ご
み
の
収
集
施
設
で
は
な
く
、
再
利
用
で
き
る
物
だ
け
を
受
け
入

れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　
３
月
に
配
布
し
ま
し
た
資
源
物
分
別
ポ
ス
タ
ー
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
て
い

る
資
源
物
」
も
お
読
み
い
た
だ
き
、
正
し
い
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
け
入
れ
ら
れ
な
い

代
表
的
な
も
の

◆
購
入
店
で
の
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く

　
だ
さ
い
。

・
家
電
４
品
目(

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン)

・
パ
ソ
コ
ン

・
消
火
器

・
高
圧
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
金
庫
、
バ
イ
ク
な
ど

◆
大
型
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
キ
ー
板
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど

役場住民生活課環境衛生係

田中　　聡　主査

持ち込む前に

分別ポスター

で確認を！　ボランティアごみとして処分できます。

　事前に住民生活課で申請をして、ごみ袋を受け

取ってください。

　集めた後は、燃やせないものと袋を分けて、リ

サイクルセンター事務所横の「ボランティアごみ

置場」に置いてください。

■落ち葉・芝・花殻類の処分の方法

❶庭や畑など家庭から出たもの

❷町内会のごみ拾い活動など
ボランティア活動で集めたもの

　土を落としてから指定ごみ袋に入れ、燃やせる

ごみとして出してください。

　処理業者の都合により、落ち葉・芝・花殻類の

受け入れができなくなりました。

　今後は燃やせるごみとして出すか、コンポス

ターなどの処理容器で処理してください。なお、

木の枝は引き続きリサイクルセンターで受け入れ

ます。

　ご不明な点は、役場住民生活課環境衛生係まで

お問い合せください。

落ち葉・芝・花殻類の受入終了について
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日
中
活
動
支
援
事
業

﹁
サ
ッ
チ
ャ
ル
館
﹂
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
村
で
は
、
障
が
い
者
の
方
々
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
の
ん
び
り

し
て
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
畑
作

り
や
調
理
、
工
作
な
ど
、
も
の
づ
く
り

や
作
業
な
ど
を
中
心
に
、
利
用
す
る
方

に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
利
用
登
録

が
必
要
で
す
。
保
健
福
祉
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日

　
毎
週
火
・
金
曜
日

10
時
00
分
か
ら
15
時
00
分

●
利
用
料

　
１
回
１
０
０
円

●
問
い
合
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

◇１日の活動内容

時間 活動内容

10:00 集合

10:40 今日の役割分担を決める

11:00 昼食作り開始

12:00 昼食・休憩

13:00 食器片付け・午後の活動

14:30 交流・日誌記入

15:00 終了・帰宅

糖尿病 ① 〜糖尿病と村の現状〜糖尿病 ① 〜糖尿病と村の現状〜

　昨年の広報９月号で紹介した「更別村国保データヘルス計画」。その中で、脳血管疾患を発症する方は、高血圧

症や糖尿病を併発している方が多く、かつ未治療・治療中断の方が脳血管疾患につながっているという課題が明ら

かになりました。また、脳血管疾患や虚血性心疾患、人工透析の治療を受けている方は糖尿病を持っている方が多

いこともわかりました。

糖尿病の予防・改善は、「生涯現役で、自分らしく、健康的に生活できる期間 ( 健康寿命 )」を延ばすために重要

なポイントの１つです。

　総合健診や人間ドックの結果を見ると、血糖値の有

所見者 ( 基準値より高い方 ) が多い状況です。

　特に、HbA1c( 糖化ヘモグロビン。過去１〜２か月

の血糖の状態を表す指標 ) の有所見率は毎年 50％以

上あり、有所見率の上位１〜２位となっています。こ

の傾向は 20 代〜 30 代の若い世代でも同様で、平成

29 年度の総合健診では、20 代〜 30 代の受診者のう

ち 36.1％が基準値以上でした。

　本村は、若いうちから血糖値が高い方が多い傾向に

あります。

★更別村は血糖値の高い人が多い！

項目 有所見者数 有所見率

HbA1c 464 名 66.1％

空腹時血糖 143 名 20.4％

平成 29 年度の総合健診・人間ドック受診者 702 名

(20 歳以上 ) の結果より

糖尿病
予備群

空腹時血糖 100 mg/dl 以上

HbA1c        5.6 ％以上

糖尿病
空腹時血糖 126 mg/dl 以上

HbA1c        6.5 ％以上

●問い合せ　

　役場保健福祉課保健推進係　☎ 53 − 3000

血液中の糖が高い状態 ( 高血糖 ) が５〜 10 年程続

くと、合併症の危険が高まります。自覚症状がなくて

も、全身の血管を傷つけ動脈硬化を進行させることで、

細い血管が傷つくことで起きる「三大合併症」( 右図 )

のほか、大きな血管で起きる心筋梗塞・狭心症などの

虚血性心疾患、脳梗塞・脳出血などの脳血管疾患など、

生命を脅かす病気を起こす危険性も高まります。その

他、歯周病、肺炎、皮膚炎など感染症にかかりやすく、

重症化しやすくなります。

きちんと血糖コントロールさえできれば、合併症は

防ぐことができます！

　次回の保健だよりでは、血糖コントロールの仕組み

や予防・改善のポイントをお伝えします。

★「高血糖」は全身の血管を傷つけ、深刻な病気を招く！

◆末梢神経障害

◆腎障害

◆網膜症

はじめに起こる合併症。手足の

しびれから始まり、感覚がなく

なる。壊疽 ( えそ ) などに進行。

重症化……下肢切断など

重症化……失明

重症化……人工透析・腎移植

腎臓の血管が傷み、機能が低下

して慢性腎炎になり、老廃物が

出せなくなる。

網膜の血管が傷んで起こる。成

人の失明原因第２位。

？

糖尿病の

三大合併症

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

　歯科診療所は指定管理者制度を導入し、４月１日か

ら帯広市でつがやす歯科医院を運営する医療法人社団

秀和会 ( 栂安秀樹理事長 ) が管理しています。

　また、高齢者や障がいを持っている方、在宅療養中

など通院が難しい方に、国保診療所などと連携して訪

問歯科診療を行います。

●問い合せ　歯科診療所　　　　　　　　☎ 52 − 2128

　　　　　　役場保健福祉課保健推進係　☎ 53 − 3000

月 火 水 木 金 土

 9:00 〜 13:00 ● ● ● ● ● ●

14:00 〜 19:00 ● ● ※ ● ●

※受付は診療時間終了の 30 分前まで

※水曜日の午後は訪問診療のため 13 時 00 分まで診療

※土曜日は 13 時 00 分まで診療

※日曜・祝祭日は休診

歯 科 診 療 所 の 運 営 が 変 わ り ま し た

診療内容

　　歯科・小児歯科・矯正歯科・歯科口腔外科

　３月 20 日には役場で指定管理者協定調印式が行わ

れました。

　栂安理事長は「帯広市で培ってきた医療を、村はも

ちろん近隣のみなさんにも提供できるよう努めたい」、

白
しら

波
は

瀨
せ

龍一院長は「みなさんの期待に応えられる医院

にしたい」と話していました。

写真左から白波瀨院長、栂安理事長、西山村長

診療時間
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12各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

13

９/１２

3/24

各課・施設の電話／メールアドレス →　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　出　納　課　☎ 52 − 2113　　suitou@sarabetsu.jp

3/27
細やかな技術に感嘆

あめ細工の体験教室が開催
伸びのある唄声で魅了

三味線コンサートが開催

平成30年度の末広学級閉級式が社会福祉センター

で行われ、特別講演会として三味線コンサートが開

催されました。

　演者は加藤流三弦会代表の加藤恵理奈さんで、三

味線の演奏とともに山形県の花笠音頭などの民謡が

披露されました。

　会場に集まった学級生のみなさんは、披露される

唄にあわせて口ずさみ、手拍子を送って楽しんでい

る様子でした。　

3/14
９年間のありがとう

感謝の色紙を贈呈

更別中央中学校の３年生が学校給食センターを訪

れ、美味しい給食を作ってくれた職員のみなさんに

3/20
気楽につながる場に

夜カフェが開催

　更別街なか交流館 ma・na・ca で夜カフェが初め

て開催されました。館内で ma・na・カフェを運営

しているめぶきの会が、気軽にまちのことを話せる

場ができたらと企画。かっこう料理店の料理やお酒

を交えながら、子育てや伝統芸能などについて話し

合い、交流を深めました。

　今後も内容を企画するマスターを決め、毎回テー

マやＢＧＭなどを変えながら定期的に開催されると

のことです。

老人保健福祉センターであめ細工の体験教室が開

催され、村内外から 14 名が参加しました。

　講師は道内唯一のあめ細工職人、小笠原豊さん。

参加者は道具や作業のコツの説明を受け、何度も練

習を重ねて、思い思いの作品を完成させていました。

　イベントを企画した佐々木大望さん ( 柏町 ) は「子

どもたちが笑顔で楽しんでくれてよかったです。こ

れをきっかけに伝統工芸が広まってくれれば」と話

していました。

感謝の言葉を記した色紙を贈

呈しました。

　色紙には「毎日の給食の時

間が楽しみでした」など９年

間のお礼が綴られ、職員のみ

なさんは笑顔で色紙を受け

取っていました。

　
３
月
７
日
、
子
ど
も
た
ち

に
茶
の
文
化
に
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、
お
茶
会
が

ど
ん
ぐ
り
保
育
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
お
茶
会
は
毎
年
開
か

れ
て
い
て
、
保
育
園
の
年
長

さ
ん
と
更
別
幼
稚
園
の
年
長

さ
ん
、
保
育
実
習
に
訪
れ
た

更
別
農
業
高
校
の
生
徒
へ
お

茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の

茶
道
体
験
に
少
し
緊
張
し
た

面
持
ち
で
し
た
が
、
和
菓
子

を
食
べ
て
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た

様
子
。
作
法
を
教
わ
り
茶
碗

を
口
元
へ
。
お
茶
を
口
に
す

る
と
「
ち
ょ
っ
と
苦
い
け
ど

美
味
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

３
月
19
日
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
大
人
の
ま
な
び
や

第
２
期
の
修
了
式
が
行
わ
れ
、

修
了
者
18
名
の
う
ち
17
名
が

出
席
し
、
修
了
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
修
了
者
の
み
な
さ
ん
は

「
交
流
で
き
て
嬉
し
い
」、「
小

学
校
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し

た
」、「
宿
題
を
す
る
こ
と
が

楽
し
い
」
と
活
動
を
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み

な
さ
ん
か
ら
修
了
を
記
念
し

た
手
作
り
の
カ
ー
ド
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
み
な
さ
ん
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい
6days6days



☎

☎

ら
の
計
画
内
容
や
こ
れ
ま
で
の
検
査

結
果
を
役
場
建
設
水
道
課
窓
口
と
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
水

道
水
の
検
査
計
画
、
結
果
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
役
場
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
５
２
０
０

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
春
と

秋
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
平
成
30

年
４
月
に
は
山
菜
取
り
で
の
被
害
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
北

海
道
で
は
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
を
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間
と
定

め
、
注
意
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
山
す
る
と
き
は
「
１
人
で
は
入

ら
な
い
」、「
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没

情
報
を
確
認
す
る
」、「
食
べ
物
や
ご

み
は
必
ず
持
ち
帰
る
」
な
ど
、
ヒ
グ

マ
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
役
場
産
業
課
林
務
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
５

　
要
約
筆
記
は
、
難
聴
な
ど
聴
こ
え

の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と
つ
で
、
手

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

会
話
の
内
容
な
ど
を
文
字
に
し
て
伝

え
ま
す
。
帯
広
市
で
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
の

参
加
を
募
集
し
ま
す
。

　
４
月
21
日(

日)

は
更
別
村
長
・

更
別
村
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で

す
。
家
族
や
地
域
、
学
校
、
職
場
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
暮
ら
す
み
な

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
く
れ
る

代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

●
投
票
時
間

　
選
挙
当
日
の
投
票
時
間
は
７
時
00

　
分
か
ら
18
時
00
分
ま
で
で
す
。
投

　
票
時
間
を
２
時
間
繰
り
上
げ
て
い

　
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票

　
お
仕
事
な
ど
で
選
挙
当
日
に
投
票

　
で
き
な
い
方
は
、
４
月
17
日(

水)

　
か
ら
20
日(

土)

ま
で
の
間
に
投
票

　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投

　
票
は
、
８
時
30
分
か
ら
20
時
00
分

　
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
立
候
補
者
が
定
数
内
の

　
場
合
に
は
選
挙
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
立
候
補
の
状
況
な
ど
は
村
内
放
送

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　(

役
場
総
務
課
庶
務
係)

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
１

　
村
で
は
良
質
な
水
道
水
を
供
給
す

る
た
め
、
毎
年
度
「
水
道
水
質
検
査

計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
４
月
か
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●
内
容

　
要
約
筆
記
の
基
礎
知
識
、
聴
覚
障

　
害
者
と
の
交
流
な
ど

　
昼
の
部

　
４
月
19
日
〜
来
年
３
月
６
日
の
毎
週

　
金
曜
日
　
10
時
00
分
〜
12
時
00
分

　
夜
の
部

　
４
月
18
日
〜
来
年
３
月
５
日
の
毎
週

　
木
曜
日
　
19
時
00
分
〜
21
時
00
分

　
帯
広
市
役
所
10
階
会
議
室

　
各
30
名

　
帯
広
市
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
65
・
４
１
４
７

　
　
　
　
　
　
　
　
23
・
０
１
６
３

　
継
続
的
に
介
護
を
行
う
た
め
に

は
、経
済
的
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
が
終
了
し
た
後
の
生
活

を
視
野
に
入
れ
て
考
え
て
も
、
経
済

的
基
盤
は
重
要
で
す
。

　
介
護
に
直
面
し
て
も
、
す
ぐ
に
退

職
す
る
こ
と
な
く
、
仕
事
と
介
護
を

両
立
す
る
た
め
の
制
度
を
活
用
し

て
、
介
護
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け

ま
し
ょ
う
。

　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
休
業
制

度
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
会
社

の
人
事
労
務
担
当
者
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
介
護
休
業

　
対
象
家
族
１
人
に
つ
き
３
回
に
分

　
割
し
て
通
算
93
日
ま
で

●
介
護
休
暇

　
介
護
そ
の
他
の
世
話
の
た
め
年
５

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
の

お
知
ら
せ

明
る
い
未
来
の
た
め
に

み
な
さ
ん
の
一
票
を

　
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
税

　
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

　
に
気
づ
い
た
と
き
は「
修
正
申
告
」

　
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す
る

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

　
い
た
と
き
は
で
き
る
だ
け
早
く
申

　
告
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ

　
ら
ず
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場

　
合
に
は
税
務
署
長
が
所
得
金
額
や

　
税
額
を
決
定
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
あ
た
っ
て

　
確
定
申
告
書
や
修
正
申
告
書
、
更

　
正
の
請
求
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

　
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
で
き
る
ほ
か
、

　
各
種
様
式
も
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
　

　
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

　　
平
成
31
年
度
に
課
税
さ
れ
る
固
定

資
産
税
の
内
容
を
記
載
し
た
帳
簿
を

縦
覧
で
き
ま
す
。縦
覧
で
き
る
方
は
、

固
定
資
産
の
所
有
者
と
納
税
管
理
人

な
ど
の
関
係
者
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　
７
月
31
日(

水)

ま
で

●
縦
覧
場
所

　
役
場
住
民
生
活
課

　
役
場
住
民
生
活
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
で
は

平
成
32
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
の
前
に
、
必
ず
試
験

案
内
で
受
験
資
格
と
申
込
方
法
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
試
験
案
内
は
、
４
月
15
日(

月)

か
ら
、と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
、

十
勝
管
内
各
消
防
署
で
配
布
す
る
ほ

か
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

●
試
験
区
分

　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
救
急
救
命
士

●
採
用
人
数

　
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
６
月
２
日(

日)

に
１
次
試
験

　
　(

一
般
教
養
試
験
、
適
性
試
験)

※
２
次
試
験
以
降
の
日
程
は
、
試
験

　
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
と
か
ち
広
域
消
防
局
庁
舎
　
ほ
か

　(

帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目)

　
４
月
22
日(

月)

〜
５
月
13
日(

月)

　
ま
で
に
、
試
験
案
内
の
採
用
試
験
　
　

　
申
込
書
と
郵
便
は
が
き
を
同
封
の

　
上
、
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

　
と
か
ち
広
域
消
防
局

　
　
　
　
　
　
総
務
課
人
事
給
与
係

　
〒
０
８
０
ー
０
０
１
６

　
帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目
３
番
地
１

　
消
防
局
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　
　
　
☎
26
・
９
１
２
１
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③
第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
に

　
　
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
で
、
そ
の

　
　
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
④
第
２
号
被
保
険
者
が
65
歳
に
な

　
　
り
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が

　
　
60
歳
未
満
の
と
き

　
⑤
一
定
の
収
入
が
あ
る
な
ど
、
配

　
　
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
る
と
き
　
　

　
⑥
就
職
し
、
第
２
号
被
保
険
者
に

　
　
な
っ
た
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る

　
　
と
き

　
⑦
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
し
て

　
　
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

　
　
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　
　
た
と
き

　
◆
手
続
き
先

　
　
①
〜
⑤
　
役
場

　
　
⑥
、
⑦
　
配
偶
者
の
勤
務
先

　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
役
場
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
確
定
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
次

の
方
法
で
訂
正
で
き
ま
す
。

●
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
税

　
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

　
気
づ
い
た
と
き
は「
更
正
の
請
求
」

　
を
し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を

　　　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
入
者
は
職
業
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い

て
、
転
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
で
国

民
年
金
の
加
入
種
別
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
加
入
種
別

　
◆
第
１
号
被
保
険
者

　
　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業

　
　
者
や
学
生
な
ど
第
２
号
・
第
３

　
　
号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い
方

　
◆
第
２
号
被
保
険
者

　
　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

　
　
し
て
い
る
会
社
員
や
公
務
員
の

　
　
方

　
◆
第
３
号
被
保
険
者

　
　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

　
　
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

　
　
配
偶
者
の
方

●
手
続
き
が
必
要
な
事
例

　
①
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

　
　
し
て
い
な
い
方
が
20
歳
に
な
っ

　
　
た
と
き

　
②
第
２
号
被
保
険
者
が
60
歳
に
な

　
　
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職
し
た

　
　
と
き

日(

対
象
家
族
が
２
人
以
上
の
場
合

は
10
日)

ま
で
、
１
日
ま
た
は
半
日

単
位(

所
定
労
働
時
間
の
２
分
の
１)

●
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の
制

　
限(

残
業
の
免
除)

　
要
介
護
状
態
が
終
了
す
る
ま
で
何

　
度
で
も
取
得
可
能

　
北
海
道
労
働
局

　
　
　
雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

　
　
☎
０
１
１
・
７
０
９
・
２
７
１
５

　
調
理
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

　
８
月
21
日(

水)

　
13
時
30
分
か
ら

　
16
時
00
分
ま
で

　
帯
広
市(

会
場
は
受
験
票
で
通
知)

　
学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す
る

　
者
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物

　
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、

　
学
校
、
病
院
な
ど
の
施
設
ま
た
は

　
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、

　
そ
う
ざ
い
製
造
業
の
営
業
に
お
い

　
て
、
５
月
24
日
ま
で
に
２
年
以
上

　
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

　
６
９
０
０
円
の
北
海
道
収
入
証
紙

　
を
納
入

　
５
月
13
日(

月)

か
ら
24
日(

金)

　
ま
で

※
受
験
願
書
は
４
月
上
旬
か
ら
配
布

　
予
定

　
帯
広
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
27
・
８
６
３
８

種
別
変
更
は

お
済
み
で
す
か
？

確
定
申
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き
は

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験
の

お
知
ら
せ

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果
を

閲
覧
で
き
ま
す

対 問

問

問

問

問

問

春
は
ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
を

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援

制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

問

問

調
理
師
試
験
の
実
施
に

つ
い
て

問

固
定
資
産
の
帳
簿
が

縦
覧
で
き
ま
す
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●時間　各日とも10 時 00 分〜 16 時 00 分

●場所　道の駅さらべつ ( 字弘和 464 番地１)

●内容

　美味しさいろいろ！「どんぐりテント市」

　特産品盛りだくさんの「産地直売コーナー」

　改元をお祝いして「特別価格の福袋販売」

　豪華景品が当たる「お楽しみ抽選会」

　「ジバサンダー」ショー ( ３日・５日 )

　ジャグリングショー、ひょっとこ踊りほか ( ４日 )

　どんちゃん写真撮影会　　　　　　　　　　

※天候などで内容を一部変更することがあります。

●問い合せ　さらべつ産業振興公社　☎ 53 − 3663

道の駅さらべつ

創業20周年記念感謝祭開催

５月３・４・５日の３日間

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『江戸・幕末・明治

おもちゃ絵・遊び絵の世界』

　河出書房新社／編

絵師たちが生み出した

素晴らしい作品の数々

をぜひご覧ください。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

一般書コーナー　『入園・入学の本』

児童書コーナー　『はるのえほん』

お知らせ 今月の展示

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

今月の読みきかせ

４月 20 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

●大型連休中の休館日について

　改善センター図書室

は、大型連休中の４月

30日から５月３日ま

で休館となります。

　ご迷惑をお掛けしま

すが、何卒ご了承くだ

さい。

【４月 30日 ( 火 ) 〜５月３日 ( 金 )】

■『いるいる　だあれ』

■『 I am 』

　　( 英語で読みきかせをします )
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成人式実行委員を募集
　来年の更別村成人式実行委員を募集します。実行

委員になって出席者の思い出に残る式典を企画して

みませんか？ご応募お待ちしています。

●対　　象

　平成 11 年４月２日から平成 12 年４月１日まで

に生まれた方

●問い合せ　

　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 − 3171

総合誌「さらべつ」原稿募集

●応募資格

　村内の方、過去に住まわれた方など村にゆかりの

ある方

●募集作品

　提言・論説／文芸作品 ( 小説・詩・俳句・随筆など )

／芸術 ( 書道・絵画など ) ／腕自慢 ( 農作物・家畜など )

／更別物語 ( 昔話・回顧録・歴史など ) ／その他 ( 旅

行記・生活記録など )

※文面以外の作品は写真出展となります。

●応募方法

　教育委員会で用意する原稿用紙 20 枚以内に住所、

氏名を明記してお寄せください。

　短歌・川柳・俳句・詩以外には旧漢字や旧仮名遣

いを用いないよう留意ください。

※応募用紙はお返しできません。必要な方はコピー

をお取りください。

●応募期限

　９月 30 日

●問い合せ　

　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 − 3171

●開館時間

　10 時 00 分〜 20 時 00 分

　火曜日休館 ( ※７・８月は休館日なし )

●使用料

　大人 300 円、高校生 200 円、小中学生 100 円

※村内に居住する高校生以下の方、更別農業高校生

　は無料。

コミュニティプールを５月１日から９月 30 日ま

で開館します。開館初日は無料開放しますので、多

くの方の利用をお待ちしています。

●問い合せ　

　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52 − 3171

◆事故防止のため「遊泳 50 分」、「休憩 10 分」を守っ

　てください。

◆衛生上の理由から、プールに入るときは水着に着

　替え、シャワーを浴びてください。

◆浮き輪やおもちゃなどは持込禁止です。浮き輪な

　どはプール備え付けのものを利用してください。

注意事項

平成 31 年成人式実行委員のみなさん

開館初日は無料開放！

コミュニティプール開館！
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第４期の修了式が開催されました

　３月 23 日、十勝さらべつ熱中小学校第４期の

修了式が開催され、134 名の方が修了されました。

　授業①では、山形県の高畠熱中小学校校長の重

松大輔さん ( 株式会社スペースマーケット代表取

締役社長 ) が、シェアリングエコノミーの事例を

紹介し、現状と今後の見通しを解説しました。

　授業②では、十勝さらべつ熱中小学校の教頭の

長澤秀行さん ( 公益財団法人とかち財団理事長 )

が、総合的な学習として解説。寄生虫と人間との

関わり、学長を務めた帯広畜産大学での取り組み

や、ラグビーと人間形成について紹介しました。

　授業後には長澤教頭より修了証書の授与が行わ

れ、皆勤賞の 15 名の方には記念品が贈られまし

た。また、高畠熱中小学校の校長を勇退される重

松さんには花束が贈られました。

高校生カフェがオープンします

　５月１日に、更別農業高校などの生徒による高

校生カフェ「Kalanchoe( カランコエ )」が熱中小

敷地内にオープンします。生徒は「みなさんが気

軽に集まれる場にしたいです」と話しています。

　営業時間は、土・日曜、

祝祭日の 11 時〜 15 時

です ( ※テスト期間や学

校行事日を除く )。また、

４月 29 日にはプレオー

プンします。

　問い合せは、熱中食堂

( ☎ 67 − 5959) まで。

第５期のスケジュールをお知らせします

■５月 18 日

　授業①「家庭科」　松本　美佐　先生

　授業②〜③「総合学習」　仲山　進也　先生

■６月１日

　授業①　調整中

　授業②「道徳」　久米　信行　先生

■６月 15 日

　授業①「観光開発」　水野　雅弘　先生

　授業②「書道」　八重柏　冬雷　先生

■７月６日

　授業①「社会」　新井　和宏　先生

　授業②「共生 (農業)」　小谷　あゆみ　先生

　授業③「英語」　横山　カズ　先生

■７月 27 日

　授業①「生活」　井戸　美枝　先生

　授業②「ビジネス・スタートアップ ( 起業 )」

　　　　中村　貴裕　先生

　授業③「家庭科」　辻　育子　先生

■８月 24 日

　授業①「生活」　猪俣　昭夫　先生

　授業②「ビジネス・スタートアップ ( 起業 )」

　　　　仲本　千津　先生

　授業③「共生 ( 水産 )」　花岡　和佳男　先生

■９月 14 日

　授業①「社会」　荒井　優　先生

　授業②「社会」　澁谷　哲一　先生

　授業③「理科」　大久保　昇　先生

　見学は自由となっていますので、ぜひお越しく

ださい。また、最新情報は十勝さらべつ熱中小学

校のホームページ (https://www.necchu-hokkaido.

com) をご確認ください。

日本政策金融公庫の創業支援事業のひとつで、

受講後は優遇金利などの特例を受けられます。

　創業を考えている方、関心のある方など起業を

成功へと導くカリキュラムとなっています。日程

など詳細が決まり次第お知らせします。また、ビ

ジネスをお考えの方の早期ご相談も受け付けてい

ますので、役場企画政策課 ( ☎ 52 − 2114) まで

お問い合せください。

今年度も熱中創業塾を開催します

　施設に関する問い合せなどは、熱中開拓機構

( ☎ 66 − 4554) へお願いします。

18各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

19 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　　　　　　　　　　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp
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。



総人口

3,169 人
（ー 4 人）

男性

1,571 人
（＋ 2 人）

女性

1,598 人
（ー 6 人）

世帯数

1,320世帯
（＋ 2 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　278 日 (3 月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　最近、道内各地で官公庁や報道機関をかたり、

個人情報や預貯金額を聞き出そうとする不審電

話が多発しています。

　このような電話がかかってきても、安易に家

族構成や預貯金額などの個人情報を教えてはい

けません。

　家族や知人の方などにも注意を呼びかけてく

ださい。

　我が家の長男、暖生です。おしゃべ

りと伝い歩きが大好きで、家中を探検

してはみんなを笑顔にしてくれます。

沢山食べて遊んで、心も体も元気に成

長してね！

　　　　　　　　　　　謙太・奏衣
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る

き生 

く
ん

平
成
30
年
4
月
4
日
生

勢
雄
区

戸籍の窓口

誕生おめでとう

阿
あ

　部
べ

　勇
ゆう

　利
り

 く　ん　( 新栄町）考平・寛子

安　村　スヱ子 さん（南更別区）　92 歳

和　田　智　秋 さん（柏　　町）　83 歳

　
更
別
村
建
設
業
協
会
よ
り

１
０
０
万
円
、
株
式
会
社
山
内

組
よ
り
１
０
０
万
円
、
株
式
会

社
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ
よ
り
50
万
円
の

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
「
人
が
育
つ
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
さ
ら
べ
つ
３
月
号
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

６
ペ
ー
ジ

　
国
際
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ａ

　
活
動
に
ピ
リ
オ
ド

(

誤)

第
15
回
大
会

(

正)

第
16
回
大
会

５月２日に
役場臨時窓口を開設します

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　大型連休により、役場閉庁日が４月 27

日から５月６日までの 10 日間となること

から、５月２日に役場庁舎１階で臨時窓口

を開設します。なお、取り扱う業務が限ら

れていますのでご注意ください。

■開設時間　８時 30 分〜 12 時 00 分

■取扱業務

　①戸籍謄本などの戸籍証明書や住民票、

　　印鑑登録証明書の交付

　②住所変更の届出

　③戸籍の届出

■その他

　運転免許証などの本人確認書類の提示が

　必要です。

　印鑑登録証明書の交付を請求される方は、

　印鑑登録証を持参ください。

●問い合せ　

　役場住民生活課戸籍窓口係　☎52− 2112
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